
講習会・研修会を企画する委員会が 

P 認定単位を付与するための承認条件の対応規定 

本会の糖尿病に関する講演会・研修会などを開催する場合に、P 認定単位を付与することを企画す

る場合には、下記の「講習会・研修会を企画する委員会が P 認定単位を付与するための承認条件の

対応規定」をよく理解した上で、P 認定単位の申請書類の提出をお願い致します。 

P 認定単位発行対象となる糖尿病に関する講習会・研修会 

１．集合研修（承認条件：認定委員会の規定）の対応規定 

① 参加者と開催運営スタッフの芳名録（氏名、施設名、薬剤師免許番号など）の提出が必須

となる 

② 集合研修の中で開催時間内に退出する者にはP認定単位を発行しない。 

③ P認定単位は個人に直接手渡す。取得後のP認定単位紛失に再発行は行わない。 

④ 30分以上遅刻した者には、P認定単位を発行しない。 

 プログラム等に承認条件を記載して、参加者へ通知すること 

【対応規定】 

(ア) ①に関しては、芳名録を作成して対応する。事前参加登録に関しても、同様に芳名録を作成してP

認定単位の申請終了書と共に提出する。芳名録は、参加者の氏名、施設名、薬剤師免許番

号、JPDS会員の有無、P認定単位発行の有無、参加費徴収の有無などの確認の記載が必要で

あるが、芳名録の形式は問題ない（下記例）。 

 

 

番

号
氏名 施設名 JPDS会員の有無 薬剤師番号

P認定単位の受領

（他のCPC認証機構認定制度の単位がある場合）
備考

1 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理

2 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理

3 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理

芳名録
講習会・研修会名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 開催日　　　　　　　20　　年　　月　　日

受講者氏名 施設名 薬剤師免許番号

JPDS

P認定　　単位

配布者（〇）

参加費

（　,000円）

徴収者（〇）

JPDS認定単位

証明文書

発行番号
備考

1

2

3

芳名録【参加者名簿（スタッフも含む）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．

学会・研修会・講習会名　【                                            】

開催場所：オンライン開催

開催日時：20  年   月   日（  ）  ：00～  ：00



(イ) ②～④までは、プログラムに条件を記載して対応する。P認定単位は直接手渡しして、再発行には

応じない。 

２．e-learning 研修および集合研修ができない場合のZOOM・Webなどのライブやオンデマンドのシ

ステム環境下での研修会・講習会の（承認条件：認定委員会の規定）の対応規定 

① 講演のプレゼン内容の著作権、COI、新薬機法の定める条件などの確認は、演者本人の承諾

を取り運用すること。 

② また、講演のプレゼン内容の著作権、COI、新薬機法の定める条件などの確認は、本人の承

諾以外にも講習会・研修会を企画する委員会が規程等を定めて運用すること。 

③ 参加者の氏名、施設名、薬剤師免許番号、JPDS会員の有無、P認定単位発行の有無、参

加費徴収の有無などの確認方法を定め、芳名録を作成すること（下記例）。 

 

 

④ 内容をすべて視聴したことを確認することが必要（key wordとテスト確認及び成果報告の実

施を必須とする）。key wordとテスト確認及び成果報告の確認は、講習会・研修会を企画

する委員会が規程等を定めて運用すること。なお、key wordとテスト確認及び成果報告の確

認は、1週間以内に実施することが望ましい。 

方法：別紙 添付資料あり 

⑤ 集合研修の中で開催時間内に退出するものへはP認定単位は単位取得できない。 

方法：ログイン、ログアウトの時間設定をお知らせして、単位取得有無の説明の徹底に努める

こと。 

⑥ P認定単位はできるだけ個人に直接渡せる方法を取ること。取得後のＰ認定単位紛失に再発

行は行わない。 

方法：web なので手渡しは不可能だが、本人より送付された切手を貼った返信用封筒（返信先の〒、

住所、氏名を記載）でＰ認定単位を本人に直接郵送する方法は問題ない。 

番

号
氏名 施設名 JPDS会員の有無 薬剤師番号

P認定単位の受領
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1 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理

2 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理

3 □会員　□非会員 □Ｐ認定単位受理　　□その他ＣＰＣ認証単位受理
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    電子化など他の方法でも、間違いなく本人にＰ認定単位が渡る方法であれば問題ない。 

(重要)他の方法でも、Ｐ認定単位がどのようにして間違いなく本人に渡されるのか記載すること。 

 

最後に認定委員会からの遵守推奨規定（ルール：参加者への配慮とお知らせの必要性） 

(ア) 「JPDS 主催・共催の講習会・研修会開催での集合研修をはじめ ZOOM・Web 講習会・研修

会などのライブ、オンデマンド、e-learningなどのシステム環境下でP認定単位を付与する規定」

の承認条件を遵守すること。 

⇒承認条件を遵守する規定・原本を作成すること。 

(イ) 会員、非会員の参加費を徴収することを推奨する。 

⇒案内で促す。 

(ウ) ZOOM・Webなどの電子機器では、パソコン、スマートフォン・タブレットからの参加が可能であるこ

とを推奨する。 

⇒できるだけ、遵守する。 

(エ) 受講者から適切な報告をいただき、研修の評価を委員会で実施することを推奨する。 

⇒研修会終了後には、内容について評価することが望ましいので、アンケート調査なども実施する。 

(オ) P 認定単位発行は、当会の会員だけでなく、非会員にも発行する。 

⇒案内で促す。 

(カ) 「一般社団法人 日本くすりと糖尿病学会主催・共催での集合研修をはじめZOOM・Web研

修会・講習会などのライブ、オンデマンド、e-learningなどのシステム環境下でP認定単位を付与

する規定」の遵守検証を認定委員会が実施することがある。遵守されてない場合には、講習会、

研修会を中止させることもある。 

⇒遵守する。 

（キ）本会の学術大会が Web 学会（集合学会とのハイブリット型含む）となった場合の P 認定単位

の発行に関しては、各シンポジウム、教育講演、スポンサードセミナーなどを 1 つの時間と単位を

紐付けて、発行を考えることも検討すること。 

⇒本会学術集会を企画する方々と一緒に認定委員会も協力して実行できるように協力・検討

すること。 

 

2020 年 11 月 20 日設定 

認定委員会 委員長 濱口良彦 

2020 年 11 月 20 日理事会承認 


